
OtemaeUniverSity

コ ンピュー タに よる文体研 究 の試 み

D.H。 ロ ー レ ンス の 短 編 へ の ア プ ロー チ

AnEssayDirectedatComputer-AssistedStyhstics

西 村 道 信

MichinobuNISHIMURA

ユ.0.本 論 文 の 目的

最近 コンピュータを利用 した文学研究が盛んとな り、大 きな成果をあげてきた。文体論に

関 しても、多 くの優れた興味ある方法論が紹介され、益々隆盛の一途 を辿 っている。

本稿では、誰でも使用可能なパーソナル ・コンピュータを使用 して、特定の作家の文体研

究 をす るための方法 と手順 を、実例 をあげて試み ようとす るものである。

2.0。 文 体 研 究 へ の ア プ ロ ー チ

コン ピュー タを利 用 して文体研 究 をす る場 合 、従来 か らの手順 と して、現 れ る語 をすべ て

統計 的 に処理 す る方法が あ る。即 ちStylo-Statisticsと 呼 ばれ てい る もの で あ る。 よ く問題

とな る使用 頻度 で あ るが 、多 い ものだけが重 要視 され るこ とも多 いが、少 ない とい うこ とも

また同様 に重要 で あ るこ とが往 々 に して あ る。使用 頻度 の もつ本 当の意味 は、いか に規 範か

ら逸 脱 してい るか とい う ことで あ ろ う。 そ して 、その逸 脱 こそ作家 の意 図 した ところであ れ

ば、何 らかの方 法で理 解 しな くて はな らない。

2.1,Stylo・Statisticsと 規 範

規 範 とい う もの を設定 しよう とす る と、膨 大 な量 の文 を収集 し、 それぞ れ品詞分 類 した上

で、 それぞ れの 品詞 の規 範 的 な頻 度 を求 め る。つ ま り、頻 度辞 典 を作 成す るので あ る。 こ う

い った方面 の研 究 はフ ラ ンス語 の方で進 んで い る。規 範頻 度 なる もの をフラ ンス語 の語彙 で

決 定 したの は、InstltutNationaldelaLangueFran£aiseで 、 も とに なったデ ー タは7千 万

語 よ りな るコ ーパ スで あ る。 しか しなが ら、 これ だけの デー タで も未 だ足 りない部分 が多 々

ある と思 わ れ る。 とい うの は、人 間の言語生 活 をすべ て網羅 した とは とて も言 え ないか らで

あ る。 いずれ にせ よ、 こ うい った意味 で の規 範 とい うもの は、社会言 語即 ち ソ シュールの言

う1angueに 当 り、そ れか らの逸脱 は個人 言語paroleに 当た る と言 え るで あ ろ う。
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2.2.Key-wordと そ の 探 求

Stylo-Statisticsで はparoleの 概 念 を さ ら に 押 し進 め て 、 語 彙 に 関 して 頻 度 を 調 査 し 、 そ れ

か ら作 品 を 研 究 し て い る 。RobertF.Allenは 、 次 の よ う な 公 式 を 用 い て 規 範 か ら の 逸 脱 を

見 い だ し 、key-wordを 探 ろ う と し て い る')。

X=Absoluteorobservedfrequency(実 際 に 出 た 頻 度)

ANF=Adjustednormfrequency(当 該 テ キ ス トか ら の 割 り 出 し)

Z=Centrallimittheorem(standarddeviate)

(X-ANF)

Z=

庶

この公式 のZが2.5以 上 に なった ら要注 意 であ る と して い る。

また、Allenは コ ンス タ ンの 「ア ドル フ』 とフ ロベ ールの 『ボバ リー夫 人 』 と を対 比 し、

後 者 には具体 的 な意 味 を もった形容詞 が多 い こ とと写 実主義 とを結 び付 け、作家 が その形容

詞 を故意 に使用 したの だ と結 論 してい る2)。

上記 の例で は頻度 が大 きい とい うこ とに着 目 して い るが 、頻 度 の小 さい もの、 あるい は頻

度 にあ ま りこだ わ らず に ・key-wordを 見つ け る こと も大 切 で あ る と思 え る。 これ か ら述 べ

る分析 方法 は この両 面 を考 慮 して進 めて行 く。

3.0.特 定 作 家 の 研 究 一D.H.ロ ー レ ン ス

文体 研究 の題材 とな るテ キス トには、D.H.ロ ー レンスのTん θLo"のLα の3)を 使用 した。

その理 由 と して、第 一 に、短 編 であ るのでデ ー タを処 理す る絶 対量 が少 な くて済 むので扱

い易 い。

第二 に、実 は こち らの方 が重要 なので あ るが 、筆者 の考 えて いる方法 が、比 較的 は っ き り

とした形 で表 せ る と思 えるか らで あ る。

3.1.作 品 の あ ら す じ

あ らす じは以下 の通 りで ある。

登場人 物 はポー リン、 ロバ ー ト、 シシ リアの3人 が 中心 とな ってお り、ポ ー リ ンは72才

にな るが 、時 と して30才 ぐらい に間違 え られ るほ どの美 しい魅 力 を もっ た女 性 で 、 ロバ ー

トはその息子 、 シ シ リア とロバ ー トとはい とこ同志 とい う設 定で あ る。 息子 であ る ロバ ー ト

は、母 ポ ー リ ンの及ぼす絶 大 なる力 の もとで苦 しみ、決 して それか ら逃 れ られ な いで い る。

シシ リア もポ ー リンの前 で は無 力 にな って しま う。 だが 、 ロバ ー トが 母以外 の女性 、 ここで

は シシ リア に思 い を寄せ 、精神 的 に しっか りとした絆 がで きて初 めて母 親で あ るポー リンの

力か ら抜 け出す こ とがで きる こ とに なる。

一129一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

コ ン ピ ュ ー タ に よ る文 体 研 究 の試 み

この よ うなモ チ ーフは ロー レ ンス ら しい ところで 、 『息子 と恋 入』 で も本 質 的 に似 か よ っ

てい る。た だ違 うところは、 『息子 と恋 人』 の場 合 には、母 と息子 とが 互 い に愛 し合 って お

り、恋 入同志 の よ うに振舞 ってい るが、 この短編 小説 にお け る息子 の ロバ ー トは、母 か らあ

らゆ る力 を奪 われ て、無力 にな って しまってい る とい う点で あ る。

3.2.着 目 点 とKey-word探 求 準 備

この作 品 を理解 す る上で 最 も重 要 な ところ は、72才 に な るポ ー リ ンの幻 想 的 と も言 え る

美 しさの源 泉 とその衰 退 にあ る と言 えるで あろ う。 ポ ー リンの この美 しさは、単 に魅 力 とい

うよ りもむ しろ魔 力 とい うべ き もので あ る。 そ して、 この絶大 な る魔力 の前 にあ って は、 ロ

バ ー トもシ シ リア も怯 んで しまい 、何 もで きない のであ る。 だが最終 的 には、 「息子 と恋 人』

同様 、母 の死 に よ り自立 心 を得 る ことにな る。

さて 、母 ポ ー リンの魔 力が 一体 どの よ うな もの なのか、 その本 質 と力 の盛衰 をロー レンス

の文 体 的特 徴 を踏 まえて考 察 して み るこ とにす る。

4,0.コ ン ピ ュ ー タ使 用 と そ の 手 順

コ ン ピュー タを使用 す る とい って も、筆者 の場合 は、最 初 にあ るテキ ス トを読 み、文体 的

に何 らか の興味 をそ そ られた作 品 を選 んで い るの で、 コ ンピュー タに入力す る前 に既 にあ る

方 向 に気 持 ちが 向 いてい る ことが 多い。 その気持 ちの向 き方 に よって、 アプ ローチが異 な る

こと もあ るが、大抵 次 に述べ る手順 によ って い る。

4.1.手 順 の 一 例

1)テ キ ス トをすべ て コ ン ピュー タに入 力す る。

2)入 力 したテ キス トか ら全単 語 を アルフ ァベ ッ ト順 、及 び頻度順 に並べ た フ ァイ ル を作

成す る。

3)全 て の語(句)を 様 々な角度 か ら検 索 で きる ようなプ ログ ラム を考 える。

4)精 読 を繰 り返 し、何 がrelevantな 要素 とな るか を見 いだす。(必 要 であ れ ば、 フ ァ

イルの デ ー タにマ ーキ ングす る)

5)読 書 中あ るいは読後 に感 じた イメー ジ と上 記の要 素 とを重ね て考 え合 わせ る
。

6)コ ンピュー タを使 用 し、あ るイメ ージに そ って語彙 を調べ る。

7)重 要語 句 の出 て くるパ ッセ ー ジを読 み返 す。

8)感 じた イメー ジ とそ の該 当箇所 が一 致す るこ とを確 かめ る。

9)も う一 度最 初か ら読み なが ら、 さらにrelevantな 要 素 を見 い だ し、4)か ら再 び 同 じ

作業 を繰 り返す 。
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4.2.使 用 した プ ロ グ ラ ム

上記 の手順 を達成す るため に次 の プロ グラム を作成 した 。4)

1)KWIC出 力 プ ログ ラム

a)Key-wordの 次 の語 をアルフ ァベ ッ ト順 に ソー トし、各行 を出力 す る もの。

(SAMPLE1,3参 照)

b)コ ロケ ーシ ョンを調べ るためkey・wordの 前 の語 をア ル フ ァベ ッ ト順 に ソ ー トす

る もの も場 合 に よ り使用 す る。(SAMPLE2参 照)

2)Key・wordの 前 に付 く文 字列検 索 プ ログ ラム(SAMPLE5参 照)

Key-wordの 前 に どんな文字が付 くか を調べ る。(接 頭辞 、合成 語 な ど)

3)Key・wordの 後 に付 く文 字列検 索 プ ログ ラム(SAMPLE6参 照)

Key・wordの 後 に どんな文字が付 くか を調べ る。(接 尾辞 、合成 語 な ど)

4)KWOC出 力 プログ ラム(SAMPLE4参 照)

Key-wordを 含 む行 を中心 に前 後数行 を出力す る。 なお、key・wordは 画面 で は カ ラ リ

ングを施 し、一 目で分か る ようにす る。

5)全 ての語 の アル フ ァベ ッ ト順 ソーテ ィング、出現 回数、ペ ージ を示す プ ロ グ ラ ム及 び

頻度 の ラ ンキ ング を示す プ ログ ラム(SAMPLE7,8参 照)

6)プ リン トア ウ ト用 フ オーマ ッ トプ ログ ラム

なお、2)と3)は 詩 の場 合 はrhymeとalliterationを 調べ るの に も有 用で あ る。

4.3.着 目す べ き事 項 語 彙 、 シ ン タ ク ス 、語 法 な ど

1)仮 定 法及 び法助動詞

2)受 動 態 の使用

3)fascinateの 意 味

4)現 在 形 と完 了形 との対比

以上 の うちで特 に重要 でkey-wordで あ る と思 える もの はfascinateで あ る。 この語 を中心

に して物 語が展 開 し、一つ の イメージ を形 成す る根 元 となってい る。他 の事項 はそ れ を周 囲

か ら補足 説明す る形 で使 用 されて い るよ うに思 われ る。

4.4.イ メ ー ジ と語 彙

あ るテキス トを読 んで、何 らか のイ メー ジがす ぐに描 かれるような、あ る程度明示的なイメー

ジの形成 が行 え る場 合 は、その イ メージ にそ って語彙 を調べ て行 くこ とにな るが 、そ うで な

い場合 には、あ る手順 を踏 む こ とになる。

丁肋Lω のLα の の場合 、隠 され たイ メー ジに よって全体 が支 配 されて い る と言 って よい。
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その イメー ジの根 元 となるのがfascinateと い う語 であ る。 この語 の本来 の意 味 を深 く読

み取 る こ とか ら始 めね ば な らな い。

4.5.イ メ ー ジ の 成 立 過 程

何 度 も こ の テ キ ス トを 精 読 し て い る と 、 ど う もfascinateと い う 語 に 何 か 特 別 な 意 味 が あ

る よ う に 思 え て く る 。 通 常 、fascinatedと 受 動 形 式 で 使 用 さ れ る こ と が 多 い が 、 た だ 単 に

「う っ と り さ せ ら れ る 」 と か 「魅 了 さ れ る 」 と か い っ た 意 味 よ り も 、 も っ と 本 来 的 な 強 烈 な

意 味 で 使 用 さ れ て い る よ う で あ る 。 「あ ら ゆ る 力 を 奪 わ れ て 」 と か 「無 能 力 に され て 」 と い っ

た 方 が 適 切 で あ ろ う 。

こ のfascinateをOEDで 調 べ て み る と 、 以 下 の 例 が 載 っ て い る 。

Theserpe1}tfascinatesitsprey,apparentlybythepowerofhiseyes。

こ の 例 か ら 大 切 な 要 素 が3つ 考 え ら れ る 。 「へ び 」、 「目」、 「力 」 の3つ で あ る 。

ま た 、TheRandomHouseDictionaryに は 次 の 例 が あ る 。

Theslghtofthesnakefascinatedtherabbit.

研 究 社 の 新 英 和 大 辞 典(第5版)で は 次 の 例 と な っ て い る 。

Thesnakefascinatesitsvictim.

フ ラ ン ス 語 の 辞 書Larousseに も 同 様 の 例 が 見 ら れ る 。

Serpentquifascinesaproie.(Serpentthatfascinatesitsprey.)

や は り、 他 の 例 か ら も 「へ び 」 と の 関 連 性 は 確 認 で き た 。 そ れ で は 、 こ の テ キ ス トの な か

で は 、 ど の よ う に して そ れ が 確 証 さ れ る の で あ ろ う か 。 そ れ に 関 し て は 次 の2例 を 見 る こ と

に し よ う(検 索 上 、1000文 字 で1ペ ー ジ と し て い る)。

Ah!Cisswasnotblindtotheε ッ6swhlchhefixedonhlsmother,8ッ θ8fascinatedyet

humilated,fullofshame.(pユ1)

テ キ ス トの 例 か ち もkeyと な る 「目」 が 共 起 し て い る こ と に 注 意 した い 。

AndlatelyshehadbeenthinkingthatPaulinewasgoingtokillRobertasshehad

killedHenry,Itwasclearmurder:amothermurderinghersensitivesons,whowere

fascinatedbyher:theCづ π6!(p.18)

こ こ で は ポ ー リ ン が キ ル ケ に 例 え ら れ て い る 。 キ ル ケ は ギ リ シ ャ神 話 に で て く る 魔 女 で 、

ス キ ュ ラ と い う 乙 女 を 「へ び 」 に 変 え て し ま っ た の で あ る 。 こ こ ま で く る と 、 も う 「へ び 」

の イ メ ー ジ が 確 か な も の と な り 、fascinate-Circe-serpent(snake)と い う 図 式 が 成 り立 つ 。

あ と は 、 で き る だ け こ の 図 式 に 関 与 的 で あ る と 思 え る 語 彙 を 見 つ け 出 す 努 力 を す る の で あ る 。

そ れ に は 、 先 ほ ど フ ァ イ ル に し て あ るA-Zま で の 全 て の 語 を ア ル フ ァベ ッ ト順 に し た も の

か ら 順 次 選 び 出 す 。 そ して 、 そ れ が 確 か に 「へ び 」 の イ メ ー ジ に 当 て は ま る か をKWIC出

力 、KWOC出 力 で 確 か め る 。 さ ら に 、 他 の プ ロ グ ラ ム を使 用 して 関 与 的 で あ る と 思 え る 語
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をで きる限 り検索 す る。 それか ら、テ キス トを精 読 してそ のイ メー ジや語 彙等 が 間違 いの な

い ものであ る こ とを確 認す る。 また、Circeが 出 た ことに も関連 して 、ギ リシ ャ ・ロ ーマ神

話 との係 わ り合 い を も考察 す る必要 が あ る。

4.6.言 語 学 的 文 体 論 へ の 応 用

上述 の方法 は、philologicalcircle「 ・O・理的循環 」`)と言 わ れ る もの を応 用 した もの で あ る

が 、本来 の立案者 は レオ ・シ ュピ ッッ ァーで あ る。 筆者 は この方 法 をな ん とか コ ンピ ュー タ

を利 用 して効率 よ く行 いた い と考 えてい る。 とい うの は、 その方法論 があ くまで も言語 的事

実 を土台 と した、言語学 的文体 論 に応 用 で きる と考 えてお り、美学 的文体論 と言 われ る もの

を もある程度 明示的 に論 じたいか らに他 な らないか らであ る。 シュ ピ ッツ ァーはテ キス トを

読 んでいて、何 か心 に 「カチ ッと感 じられ る もの」 をinnerclick6)と 呼 んで い る。 これ を

中心 に して物 語が構 成 されてい るので あ る。筆 者 は 丁肋 五〇"のLα の に関 して は、fascinate

とCirceがinnerclickで あ る と感 じられ たので あ る。

5。0.イ メ ー ジ と語 句

「へび」のイメージを心に描 きなが ら、それに関与的であると思える語句 をA-Zの フ ァ

イルか ら全て抜 き出し、それをい くつかのグループにまとめる作業が必要 となる。

複数のグループにまたが って くる語句は、最 も関連性が深い と考 えられるグループにのみ

登録す ることにした([]内 の数字は出現回数)。

5.1.「 へ び」 と直接 的 又 は明 示 的 に結 び付 く語 句

アルファベ ッ ト順 リス ト

arched

arches

arms

balustraded

body

bottle

candle

candles

chaise-10ngue

chimneys

gutter

ladder

[1]

[1ユ

[2]

[1]

[5]

[1]

[1]

[1]

[1]

[1]

[1]

[1]

limbs

long

parapet

parasol

pipe

rain。pipe

rOW

speaking-tube

straw

stream

stretched

stretching
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[2]

[3]

[1]

[1]

[1]

[4]

[1]

[1]

[1]

[2]

[1]

[1]

stringS

swerve

tail

tailed

texture

throat

tube

twisted

wire

writhed

[1]

[1]

[1]

[1]

[1]

[1]

[2]

[1]

[2]

[2]
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出現 回数 参2回 以上 の語句 リス ト

b・dy[5]arms[2]

rain-pipe[4]limbs[2]

1・ng[3]stream[2]

5.2.「 へ び 」 と 間 接 的 又 は 暗 示 的 に 結 び 付 く語 句

アル フ ァベ ッ ト順 リス ト

agency[1]

appear[1]

appeared[1]

atもention[1]

attentively[1]

attractive[1]

blind[1]

bridge[2]

bridged[1]

brocade[1]

brushing[1]

Cecllia[41]

Cecjlia's〔1ユ

Ciss[47]

Ciss's[1]

Chmb[1]

cllmbed[1]

creep[1]

creeper[1]

creepy[1]

curve[1]

出 現 回 数 が2回 以 上 の 語

Ciss[47]

Ceci亘ia[41]

eyes『[15]

silence[10]

curved

eagle

eyebrows

eyelids

eyes

eye-wrinkles

flesh

force

forced

hole

impossible

重mpressed

inert

{nsidious

insufferable

intruding

mouth

narrOW

paralysed

power

powerless

句 リ ス ト

mouth

power

UIlspeakable

bridge
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[1]

[1]

[1]

[1]

[15]

[1]

〔2]

[1]

[1]

[5]

[1]

[2]

[4]

[1]

[1]

[1]

[4]

[1]

[1]

[3]

[1]

[4]

[3]

[3]

[2]

tube[2]

wire[2]

writhed[2]

prostrate[1]

puzzled[1]

qualms[1]

rappings[1ユ

reverie[1]

roused[1]

rustle[1]

rusty[1]

seducing[1]

silence[10]

speechless[2]

squirmlng[1]

stunned[2]

unspeakable[3]

unspoken[2]

vent[1]

voluptuously[1]

will・power[1]

witch[2]

speechless[2ユ

stunned[2]

unspoken[2]

witch[2]
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hole[5]flesh[2]

inert[4]impressed[2]

5.3.ギ リ シ ャ ・ ロ ー マ な ど に 関 す る 語 句

ア ル フ ァベ ッ ト順 リ ス ト

Bacchante[1]consu1[1]MonaLisa

barbaric[1]Etruscan[1]Naples

caryatid[1]Italian[5]Venetian

Circe[1]Leonardo[1]

出 現 回 数 が2回 以 上 の 語 句 リ ス ト

Italian[5]

,、 な お 、 イ タ リ ア 語 が 数 行 使 用 さ れ て い る が 、 こ こ に 含 ま れ る 。

5.4.魔 力 、 神 秘 、 邪 悪 、 悪 魔 的 支 配 の 感 じ ら れ る 語 句

ア ル フ ァ ベ ッ ト順 リ ス ト

absorbs[1]malice

armour[1]malicious

beautiful[5]mask

beautifully[2]mysterlous

beauty[1]mysterlousness

brilliancy[1]odd

brilliant[1]omlnous

devil[2]secrecy

diabolic[1]secret

evil[1]secrets

exotic[1]secret-troubled

exqulslte[3]skeleton

fiend's[1]skull

ghosts[1]sound

glamour[1]sounds

malevolence[1]spite

出 現 回 数 が2回 以 上 の 語 句 リ ス ト

voice[25]sounds

beautiful[5]strange
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[2]

[1]

[2]

[3]

[1]

[1]

[1]

[1]

[3]

[1]

[1]

[1]

[2]

[4]

[3]

[1]

[3]

[3]

strange

strangely

supernatural

transference

uncannily

uncanny

unnatural

venomOUSly

ventriloquiSm

vices

voice

VOlces

whisper

whispered

whispering

womb

skull

supernatural

[1]

[1]

[1]

[3]

[1]

[2]

[2]

[1]

[2]

[2]

[1]

[31

[1]

[25]

[1]

[5]

[1]

[1]

[1]

[2]

[2]
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whisper[5]

sound[4]

exquisite[3]

mysterlOUs[3]

secret[3]

5.5.無 力 、 絶 望 、 恐 怖 、

ア ル フ ァ ベ ッ ト順 リ ス ト

afraid

aghast

agonised

agonishingly

aiert

anguished

anxiously

ashamed

astonished

astounded

atrOC10US

awful

bitter

bitterly

bitterness

bleed

bodiless

bother

candle・1ight

chagrln

ClumsineSS

clumsy

confused

confusion

consternation

c◎nvulsed

〔3]

[1]

[1]

[1]

[2]

[1]

[1]

[1]

[2]

[1]

[1]

[11]

[2]

[2]

[1ユ

[2]

[2]

[1]

[1]

[1]

[1]

[1]

[3]

[2ユ

[1]

[1]

ventriloquism[3]

beaut重fully[2]

devH[2]

malice[2]

mask[2]

不 安 、 驚 き 、 悲 し み な ど1

died

disabled

disconsolate

dread

dreadful

dull

dusky

fear

fearfully

feeble

fierce

frail

frenzy

frightened

frustration

ghastly

grief

grisly

haggard

haggardness

he至pless

hesitated

horrible

horror

humilated

hysteria
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E

厄

厄

E

厄

厄

E

　
し

E

E

E

r
L

E

r
L

E

E

に

厄

E

E

r
L

rL

厄

厄

厄

r
L

6]

1]

1]

2]

2]

1]

1]

1]

11

1]

1]

1]

1]

1]

1]

2]

2]

1]

4]

11

2]

1]

2]

2]

1]

1]

transference

uncannily

uncanny

unnatural

こ関する語句

murdering

mute

overshadowed

painful

pathetically

pent・up

perplexity

perSlstence

polgnacy

polgnant

polson

polsonous

shadows

shrivelling

suffered

surprlse

terrible

terrified

terror

thrill

thrillee(董

thumps

tremble

trouble

troubled

weak

[2]

[2]

[2]

[2]

[1]

[1]

[1]

[1]

[1ユ

[11

[1]

[1]

[1]

[1]

[1]

[1]

[1]

[1]

[1]

[1〕

[2]

[2]

[2]

[1]

[1]

[1]

[1]

[1]

τ1]

[3]
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crazy[3]

crumpled[3]

dark・complexioned[1]

darkened

darkness

dead

death

despair

die

[1]

[1]

[8]

[1]

[1]

[1]

出現回数が2回 以上の語句 リス ト

awful

dead

died

haggard

kill

killed

weird

afraid

confused

crazy

crumpled

[11]

[8]

[6ユ

[4]

[4]

[4]

[4]

[3]

[3]

[3]

[3]

lmpasslve

irritability

kill

killed

killing

misfortune

mlSglVlng

mortification

murder

irritability

murder

weak

alert

astonished

bitter

bitterly

bleed

bodiless

confusion

dread

[1]weakened

[3]weakly

[4]weakening

[4]weary

[1]weird

[1]weirdly

[1]wither

[1]woebegone

[3]

[3]

[3]

[3]

[2]

[2]

[2]

[2]

[2]

[2]

[2]

[2]

dreadful

ghastly

grief

helpless

horrible

horror

terrible

terrified

terror

[1]

[1]

[1]

[1]

[4ユ

[1]

[1]

[1]

[2]

[2]

[2]

[2]

[2]

[2]

[2]

[2]

[2]

、

6.0.再 読 とイ メ ー ジ の再 確 認

ここまで準備が整えば、上述 したごとく、再読 をして イメージの確認 をす るとい う心理的

循環 を行 う。そ して、既に4.3で 指摘 した事項に関す る例を も考慮 に入れて読み進む。

6.1.イ メ ー ジ と 着 目 事 項

法 助 動 詞 の う ち か ら 一 例 あ げ て み よ う 。

Atseventy-two,PaulineAttenborough60%Z4stillsometimesbemistaken,inthehalf・light,

forthirty.(P.1)

こ こ は 、 ポ ー リ ン の 魅 惑 的 な 美 し さ を 述 べ て い る と こ ろ で あ る 。 さ ら に 、mustの 例 で は 、

Ce、ili、 ・,。w。,・nfu・i・nd・t・df・ ・m・nlyfiv・yearsb・ ・k-R・bert'・ 欄'havest・ ・t・d

b,f。reh,w。,b。,n.Inth,1。v,lyl・dy・ ・w・mbh・ 制 ・`hav・f・lt…y・ ・nfused・(P・8)

こ れ も ポ ー リ ン の 魔 力 麹 示 し て い る と こ ろ で あ る 。 受 動 態 の 例 も 見 て み る と 、
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She(Cec重lla)卿 αs②規ρ惣3sεd,somewhere,a慧thetime,(p .7)

Andyet,oh,horror!-she(Cecilia)wasgoingto加 ∫o?τθ4tobelievelnthesuper-

natural!Andsheloathedthesupernatural ,ghostsandvoicesandtappingsandallthe

rest。(P.16)

こ の2例 は 、 共 に 行 為 者 を 出 し て お ら ず 、 そ れ ゆ え 被 動 作 主 の み に ス ポ ッ ト を 当 て
、 情 容

赦 な く服 従 さ せ ら れ た り 、 見 え ざ る 恐i布 に お び え た りす る 様 子 が 描 か れ て い る 。

と こ ろ で 、 時 制 の 面 か ら考 え た 場 合 、 ポ ー リ ン の 魔 力 が 永 遠 の も の で あ る こ と を 表 そ う と

す れ ば 、 現 在 形 が 最 も適 し て い る で あ ろ う 。 こ れ に 反 し、 そ の 魔 力 が 既 に も う失 わ れ て し ま っ

た な ら ば 、 完 了 形 式 で の 描 写 が 適 切 で あ る と思 え る 。

Mrs。Attenborough'sfacewasoftheperfectoval
,andslightlyflattypethatwears

best.Thereゼ3nofleshtosag。Hernoserodeserenly
,initsfinelybridgedcurve.(p.圭)

She(Ceciiia)realisedvague韮ythatheraunt ,onceadefirlitetllrustofcondem・nat量on

んα4メ)6%(第 γα`θ4herbeaut重fu工armour
,ん α4just60〃 αカs64squirminginsidehersheH.(P.37)

6.2.「 へ び 」 と オ ノ マ ト ピ ァ

テキス トを何 度 も読み返 して み る と、至 る ところ に 「へ び」 の イ メージが隠 されて い るの

が感 じ取 られ る。 ロー レ ンス は 「へ び」 とい う語 を使 用せ ず、 それ を暗 示す る語句 に よ って

全体 的 にぼ んや りと した イメー ジを読者 に形成 させ たので あ る。 さらに、 音 の面 、 つ ま り

onomatopoeiaの 面 か らの考 察 も必 要 なの であ る。 い くつか テキ ス トに見 受 け られ るが
、 何

よ りも印象 的 なの は、登場 人物 の一 人Ceclliaと い う名で あ る。 この名 に は[s]が2つ も

入 ってい る。 この音 は 「へ び」が動 い て行 くと きに出す音 を連想 させ る に違 い ない。 さらに

また、彼 女 はCissと も呼 ば れ るが 、 この[sis]と い う音 の印象 は まさ に 「へ び」 そ の も

のであ る。 これ は、単 なる偶 然 で はな く内容 にぴ った りとした名 を作 家 は選 んでい るので あ

る。 登場 人物 の名が文 体論 的 に重 要 とな ってい る作 品 は、バ ルザ ックの 『サ ラ ジーヌ』 が あ

り、 ロラ ン ・バ ル トの綿 密 な分析 で よ く知 られて い るが7〕、 ロ ー レンス も人物名 に イ メ ー ジ

を解 くカギ を与 えたの であ ろ う。Ceciliaと い う名 で42回 、Cissで48回 、 合計90回 出 現 して

いるの であ る。お そ ら く読 者 の頭 の 中で[s]と い う音 が何 度 も響 き
、無 意識 の 内 に 「へ び」

の イ メージが形成 され るこ とを作 家 は意図 してい たの か も知 れ ない
。そ して、先 述の キル ケ

は英語 の発音 で は[s]が や は り2回 現 れ る。 これ も偶 然 とは思 えない のであ る
。

シシ リアが ポ ー リンの魔 力 に打 ち勝 つ きっかけ とな った ところに も
、「へ び」 の イ メ ー ジ

が浮 か んで くる。

シ シ リアが あ る 日、平 たい屋 根 の上 で 日向ぼ っ こを してい る と
、突 然 、奇 妙 な声 が 聞 こえ

て くる。 シ シ リア は最初 そ れに恐 ろ しさを感 じるが 、 よ く調 べ る とそ れ はポー リンの声 だ と

判 明す る。 ポー リンの独 り言 を眩 く声 が 、丁度通 話管 の よ うに雨 どい を伝 って聞 こえて きた

～138 一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

大手前女子学園 「研究集録」(大 手前女子短大研集)第11号(1991年)

ものであった。ローレンスがわざわざこんな方法 を用いたの は、屋根伝 いに這 う雨 どい を

「へび」 に見立てようとしたか らだと考えられる。

7.0.糸 吉 言吾

「へ び」 の イメー ジに関 しては、直接 的 に も問接 的 に もイメー ジを描 くには十 分 な語 彙 が

揃 って いる こ とが実証 され たが、果 して ロー レンス は物語 の構成 に どの ように関連 させ よ う

と したのであ ろ うか。 それ に関 しては、 ギ リシ ャ神 話 がモチ ー フ として使 用 されて い るこ と

を考慮 しな くて はな らない。

作 品全 体 を通 じて密接 に係 わ って くる問題 は、fascinateと い う語 をギ リシ ャ神 話 と う ま

く絡 ませ て物 語 を構成 してい るこ とで ある。 この物語 の主導 モチ ー フは、 ロバ ー トが母 ポ ー

リンか らいか に自立 して ゆ くか 、いか に母 の魔 力 に うち勝 て るか とい う もので あるが、 ギ リ

シ ャ神 話が副 次 モチ ーフ と して巧 み に使 用 されて い る。 ポ ー リンをキル ケに見立 てて 、キ ル

ケの持つ魔 力 をポ ー リンに授 けた。 ポ ー リンはその魔力 で ロバ ー トとシシ リアか らあ らゆる

力 を奪 い取 って い る。 ロ ー レンス は既 に述べ たスキ ュラ をシシ リア と同一視 してい る と思 え

る。 キルケ とスキ ュ ラにた とえ たのであ る。 キルケ に よってへ びの化 物 となった スキ ュラ に

は、実 はかつ ての 乙女 で あ った頃 か らグ ラウコス とい う恋慕 され る相手 があ った。 グラウ コ

ス は元 来人 間であ ったが 、今 は海 の怪物 とな って い る。 グ ラウコス はスキ ュ ラを恋 して い る

が 、ス キ ュラの方 はそ の気 が ない。彼 は思 い悩 んでキル ケの ところに相 談 に出か け るが 、 キ

ルケ はそんな話 は聞 きた くない。 なぜ な らキル ケは グラウ コス を愛 して い るか らで あ った。

その グラ ウコスか ら話 を聞か され たキル ケは腹立 ち ま ぎれ に グラウコス とス キ ュラを海の底

に沈め て しま う。 だが、千年経 った後 には この2人 が蘇 生す るこ とに な るので あ る。

神話 の 中に出て くる3人 、キ ルケ、 スキ ュラ、 グラ ウコス をそ れぞ れポ ー リン、シシリア、

ロバ ー トに置 き換 えてみ る と、作者 の考 えた図式 に当て は まるで あ ろ う。

シシ リア は雨 どいの おか げで ポ ー リンの弱 点 を見破 り、あ の魔 力 に打 ち勝 った。ポ ー リン

はそれ以後病 の床 につ くはめ とな り、果 て はベ ロナ ール(鎮 静剤)の 飲 み過 ぎで死 んで しま

う。 自分 の秘密 を知 られて しまい 、生 きる気 力 をな くした末 の 自殺 であ る と も考 え られ る。

ポ ー リンの死 に よって、 シ シ リア とロバ ー トが初 め て 自立 で きるこ とにな る。 ポ ー リ ンの魔

力 の根 元 は何 で あ ったか。 それ はポ ー リンの絶対 的支 配力 か ら くる もので あ る。 ポー リンは

本 当 に人 を愛 した こ とが な く、単 に支配 力 、人 を食 い物 に して生 きてゆ く力 を愛 した にす ぎ

ない。

＼'"Doyouthinkyourmothereverlovedanybody?"

Cissaskedhimtentatively,ratherwistfully,oneevening.

Helookedatherfixedly.

"Herself!"hesaidatlast .
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"Sh
edidngtevenloveherself,"saidGss."ltwassomethingelse-whatwasit?"She

iiftedatroubled,utterlypuzzledfacetohim.

"Power!"hesaidcurtly
。

"Butwhatpower?"sheasked
."Idon'tunderstand."

"P
owertofeedonotherlives,"hesaidbitterly."Shewasbeautiful,andshefedonlife.

ShehasfedonmeasshefedonHenry.Sheputasuckerintoone'ssoulandsucked

upolle'sessentiallife."(p.38)

獲 物 を 見 す え る 「へ び 」 の よ う に 、 ポ ー リ ンが 見 つ め る と 回 り に い る 者 は た だ 彼 女 が い る

と い う だ け で 、 あ ら ゆ る 力 を 奪 わ れ て 抵 抗 で き な い 。 ポ ー リ ン は こ う い っ た 無 抵 抗 の 者 た ち

の 生 命 を 吸 い 取 っ て こ れ ま で 生 き て き て い た の だ っ た 。 だ が 、 ロ バ ー ト と シ シ リ ア の 情 熱 と

自 立 心 が キ ル ケ た る ポ ー リ ン の 魔 力 に 打 ち 勝 っ た 。 千 年 も の 長 い 間 苦 し め ら れ た グ ラ ウ コ ス

と ス キ ュ ラ が 、 も う 一 度 若 々 し く美 し い 人 と な っ て 蘇 生 す る と い う あ の ギ リ シ ャ神 話 の モ チ ー

フ を 、 作 者 ロ ー レ ン ス が こ の 物 語 を 「へ び 」 の イ メ ー ジ を 暗 示 す る と い う 形 で 、 今 一 度 新 た

に 蘇 ら よ う と し た の で あ る 。

付 記

本稿 は、1988年11月 に開催 され た 日本英語 学会 の シ ンポ ジ ウム 「コ ンピュー タ ・コンコー

ダ ンスで何 が で きるか」(司 会:水 鳥喜 喬教授)で 発表 した原稿 を もとに、加 筆 、 削 除 を し

た もので あ る。
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数:18(pp.761-778)総 語 数:6919語 種 類:1659
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SAMPLE1 KEYWORDニ,fasc:Lnated,

wasfascinatedbyher.Complet〔dy

hedidnotlovehismother.Hewas

eringhersensitivesons,whowere

whichhefixedonhismother,eyes

SUln=4

fascinated.Andf◎rtherest,paralysedina

fascinatedbyher.Completelyfascinated・And

fascinatedbyher:theCirce!/胃Isupposelm

fascillatedyethumiliated,fullofshame.He

SAMPLE2 KEYWORD=,fascinated,

wasfascinatedbyher。Completely

whichhefixedonhismother,eyes

hedidnotlovehismother.Hewas

eringhersensitivesons,whowere

sum=4

fasclnated.Andfortherest,paralysedilla

fascinatedyethumiliated,fullofshame.He

fascinatedbyher。Completelyfascinated.And

fascinatedbyher:theCirce!/,'lsupposelm

SAMPL8E3 KEYWORD=,could,

goneoncollecting,buyingwhereshe

fthestablebuildings,towhichshe

edarkQutside,sometimeswj.shedshe

erlastingyouth;thatistosay,she

line,swasPauline,s,andthoughshe

ydear。Ionlywarnedyou。Whatelse

isslistenedwithallhermight.She

ooklikeaLeonardowomanwhく)really

,sosheneedn,tbesmugata】.1,she

itwasn,tmyfault,dear.AndRobert

lovelyandchangelessself,thatage

oise.Cisslisヒenedintently。No,it

sun,listeningintentlytowordsshe

evil,reekingwithmalevolence。She

wassoutterlyuncanny.PoorCeciha

icalpassionateness.AndhowPauline

Atseventy-two,PaulineAttenborough

crets.Herlunchwasverylight7she

sum=18

coutd,andsellingtocollectorsandtomus

couldclimbfromaloftattheend,started

couldcreepしlptohimandsay:,,Oh,Robert!

coulddonheryouthagainlikeaneagle.Bu

couldgivealmostlavishly,still,Qnewas

couldIdo?Andyoulostyourspiritanddi

coul.djustdetectthefaintest,faintestmu

couldlaughoutright./HernieceCeciliawa

cou.ldユ.aughthatlovelymockingBacchantel

couldmarryourpoordullCissto-morrow,i

couldnotwither,norcustomstale:sobrig

couldnotbeventriloquism.Itwasworse,s

couユdnotfoLlow.Softl}㍉whisperingly,wit

couldnotbeartoseeeitherhersonorher

couldonlyliethereunclothed,andsoall

couldplayonthis!Ah,Cisswasnotblind

couldsti⊥1sometimesbemistaken,intheh

couldtakehersun-and-air-bathbeforeno◎n

SAMPLE4 KEYWORDニ,circe,

himbeforeheeverregainedconsciousness.Cissknewthefewfactsfromherown

father.AndlatelyshehadbeenしhinkingthatPaulinewasgoingtokillRobert

asshehadkllledHenry.工twasclearmurder:amothermurderinghersensitives

ons,whowerefascinatedbyher:theCirce!/,'lsupposelmayaswellgetup,19m

urmuredthedim,unbreakingvoice・ 四Toomuchsuni.sasbadastoolittle.Enough

sun,enoughlovethrill,enoughproperfood,andnottoomuchofanyofthem,a

ndawomanmightliveforever.τverilybeユ.L〈}veforever。Ifsheabsorbsasmuc

sum=1
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SA凹PLE5 KEYwO獄D=,pipe,and,tube

G◎odG◎d!OutofthehQ!eQftherain-pipo!T}1erain-pLpewasactingasaspeaki

ftheh◎leoftharain-pipe!Therain-pipewasacしingasaspeaking-tube!ImpQss

opedtolookatthemouthofしherain-pip"・Thereitwas,inthecol'ner,undera

nottobeheaエ ・d。Nosoundcameupthep三pe.Shemu$しbelyingwithherfaceaway

herpent-upragegoingdowhth8しralrレpi.Pe,A'しthesam(三ti田e,shealmost!aughed

sum=5

heraln-pi髭)ewasactingasaspeaking-tubを!

asuddenlybenthermQuしhdowntOthetube,

/SheleaRedagaintothemouthofthetube.

sum=3

Imlx)ssib/e!聾o筆quitepossible.she

andsaidinadeepvQice:/"LeaveRo

ズ'D()n,tkLllRobertasyQuRil!ed磁e

SA趣[PLε6 KEYWORD=,creep,and}slQW,

hgsandalltherest./Butthatawfu!

ojectingfromthethickleavesQfthe

koutside,sometimeswishedshecou!d

su皿=3

Cree'PybodileSSVoiCe,withitsrustys◎rt

creeperonthewaユ ユ。IfPauline,lyingthe

creePuPしohi田andsay:Ψ'Oh,Robert!1ゼs

obertasyoukil!edme,す,shesaidwith

sslookedathimatしentively,withher

靴anwouldPUしonathickCoatandwal.k

/鯉}{owunf◎rtunateallround,"hesaid

su㎜=4

slowenunci.a『 し10n,andadeepbutsmallvo

s}ow-thinkinghazeleyes.Underhisi鵬pas

slowlytothelj.tt!e

slowlv.PIUnfortunate
巳「

ba、hユstradedbridgeo

forVQU?Y◎uarelucv
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a

her

of

in

むQ

he

it

that
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had

with

at

Robert

but

Cis3
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Pauline

said

not

I

so

Cecilia

on

for

very

all

like

aunt

little

there

VOlce

an

did

him

be

no

when

mother

old

up

one

only

then

would

have

even

out

were

what

could

ho穏

rather

came
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